
平成20年11月7日

各位

会　社　名　 株式会社 ジーエス･ユアサ コーポレーション
代　表　者　 取締役社長          依田　誠
（コード番号6674　東証第一部・大証第一部）
問合せ先 　財務統括部長　     中川　敏幸
　　　　　　　　　　　　　 （TEL.075-312-1211）

（訂正） 「平成18年3月期 第3四半期財務・業績の概況（連結）」の一部訂正について

平成20年10月31日付けの「当社子会社の不適切な取引に関する報告」で公表しましたとおり、当社
子会社の元所長による不適切な取引について調査の結果、「平成18年3月期 第3四半期財務・業績の
概況（連結）」を別紙のとおり訂正いたします。

株主および取引先をはじめとする関係者の皆様には多大なるご迷惑とご心配をおかけしましたことを
改めてお詫び申し上げます。

なお、訂正箇所につきましては、訂正前と訂正後をそれぞれ添付し、訂正箇所には＿＿を付して表示
しております。

以　上

（財）財務会計基準機構会員



平成18年3月期　第3四半期財務・業績の概況（連結）

2 平成18年3月期第3四半期の業績概況（平成17年4月1日～平成17年12月31日）
(1) 経営成績（連結）の進捗状況
【訂正前】 （注）金額は百万円未満切り捨て

百万円 % 百万円 % 百万円 % 百万円 %

円 銭 円 銭

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］

【訂正後】 （注）金額は百万円未満切り捨て

百万円 % 百万円 % 百万円 % 百万円 %

円 銭 円 銭

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］

－△ 41.62
－△ 33.63
－0.55

1株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後1株当たり
四半期（当期）純利益

△ 14,732

466 － 194 －
△ 11,956 －△ 4,416 －

239,696 1,191 26

1,059 －
△ 3,136 －

173,491 △ 0.2
173,857 －

売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

18年3月期第3四半期
17年3月期第3四半期

（参考）17年3月期

18年3月期第3四半期
17年3月期第3四半期

（参考）17年3月期

18年3月期第3四半期
17年3月期第3四半期

（参考）17年3月期

17年3月期第3四半期

売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

167,454 △ 1.5 716 － 122 － △ 148 －
170,057 － △ 3,350 － △ 4,629 － △ 13,712 －
234,293 876 △ 287 △ 17,354

1株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後1株当たり
四半期（当期）純利益

18年3月期第3四半期 △ 0.42 －
△ 38.57 －

（参考）17年3月期 △ 49.02 －

　当第3四半期においては、電池および電源部門では、自動車電池の新車用は堅調に推移しましたが、補修用は
他社との競争激化の影響が大きく、総じて厳しい状況が続きました。産業電池は、フォークリフト用電池が新車用、
補修用ともに好調を維持し、据置用電池、電源装置は通信向けを中心に堅調でした。海外は、仲介貿易が伸びま
した。
　照明部門では、前年度に引き続いて施設照明分野での大口需要があり、好調に推移しました。
　その他部門では、小型充電器などの特機商品を中心に、底堅く推移しました。
　これらの結果、当第3四半期の連結売上高は1,734億91百万円（前年同四半期比　3億65百万円の減少）となりま
した。
　利益面につきましては、国内、海外ともに主要原材料である鉛価格の高騰、高止まりがありましたが、構造改革
計画諸施策の推進、経営統合に伴う重複費用の排除などによるコスト削減が浸透したことにより、当第3四半期の
連結営業利益は10億59百万円（前年同四半期は31億36百万円の損失）、連結経常利益は4億66百万円（前年同
四半期は44億16百万円の損失）となりました。
　また、土地等の固定資産や投資有価証券の売却益、希望退職費用、減損損失、高槻事業所跡地再開発関係費
用などを、主として中間期に特別利益、特別損失として計上した結果、当第3四半期の純利益は1億94百万円（前
年同四半期は119億56百万円の損失）となりました。

　当第3四半期においては、電池および電源部門では、自動車電池の新車用は堅調に推移しましたが、補修用は
他社との競争激化の影響が大きく、総じて厳しい状況が続きました。産業電池は、フォークリフト用電池が新車用、
補修用ともに好調を維持し、据置用電池、電源装置は通信向けを中心に堅調でした。海外は、仲介貿易が伸びま
した。
　照明部門では、紫外線応用装置で市況の悪化などがあり厳しい状況が続きました。
　その他部門では、小型充電器などの特機商品を中心に、底堅く推移しました。
　これらの結果、当第3四半期の連結売上高は1,674億54百万円（前年同四半期比　26億2百万円の減少）となりま
した。



(2) 財政状態（連結）の変動状況
【訂正前】

百万円 百万円 % 円 銭

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］

【訂正後】

百万円 百万円 % 円 銭

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］

267,996

総資産 株主資本 株主資本比率 1株当たり株主資本

65,708
23.4
24.5

188.74
184.95

286,272 67,098
26.5 188.26252,309 66,934

総資産 株主資本 株主資本比率 1株当たり株主資本

（参考）17年3月期

18年3月期第3四半期
17年3月期第3四半期

18年3月期第3四半期 249,227 63,968 25.7 180.09
17年3月期第3四半期 284,096 65,341 23.0 183.80

（参考）17年3月期 264,844 63,086 23.8 177.57

　当第3四半期の連結総資産は、需要期に向けたたな卸資産の増加などがある一方、季節変動に伴う売上債権
の減少や、土地等の固定資産や投資有価証券などの資産売却などにより、2,523億9百万円（前期末比　156億86
百万円の減少）となりました。
　連結株主資本は、株価動向や為替レートの推移に伴う投資有価証券評価差額金、為替換算調整勘定などが変
動し、669億34百万円（前期末比　12億25百万円の増加）となりました。

　利益面につきましては、国内、海外ともに主要原材料である鉛価格の高騰、高止まりがありましたが、構造改革
計画諸施策の推進、経営統合に伴う重複費用の排除などによるコスト削減が浸透したことにより、当第3四半期の
連結営業利益は7億16百万円（前年同四半期は33億50百万円の損失）、連結経常利益は1億22百万円（前年同四
半期は46億29百万円の損失）となりました。
　また、土地等の固定資産や投資有価証券の売却益、希望退職費用、減損損失、高槻事業所跡地再開発関係費
用などを、主として中間期に特別利益、特別損失として計上した結果、当第3四半期の純損失は1億48百万円（前
年同四半期は137億21百万円の損失）となりました。

　当第3四半期の連結総資産は、需要期に向けたたな卸資産の増加などがある一方、季節変動に伴う売上債権
の減少や、土地等の固定資産や投資有価証券などの資産売却などにより、2,492億27百万円（前期末比　156億
17百万円の減少）となりました。
　連結株主資本は、株価動向や為替レートの推移に伴う投資有価証券評価差額金、為替換算調整勘定などが変
動し、639億68百万円（前期末比　8億82百万円の増加）となりました。



（要約）四半期連結貸借対照表
【訂正前】 （単位：百万円）

金　　額 金　　額 金　　額 金　　額

流 動 資 産 120,766 47.9 % 121,974 45.5 % △ 1,207 138,810 48.5 %

現 金 及 び 預 金 8,611 9,231 △ 619 19,950

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 56,008 64,054 △ 8,045 62,902

た な 卸 資 産 40,854 35,559  5,295 40,115

そ の 他 15,291 13,129 2,161 15,842

固 定 資 産 131,494 52.1 145,936 54.5 △ 14,441 147,385 51.5

有 形 固 定 資 産 87,163 34.5 91,722 34.2 △ 4,559 94,958 33.2

無 形 固 定 資 産 3,396 1.3 2,686 1.0  709 2,512 0.9

投 資 そ の 他 の 資 産 40,935 16.3 51,527 19.3 △ 10,592 49,914 17.4

繰 延 資 産 48 0.0 85 0.0 △ 36 77 0.0

252,309 100.0 267,996 100.0 △ 15,686 286,272 100.0

流 動 負 債 103,692 41.1 123,929 46.2 △ 20,236 146,397 51.1

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 26,070 29,026 △ 2,955 35,985

そ の 他 77,622 94,902 △ 17,280 110,412

固 定 負 債 77,286 30.6 74,388 27.8  2,898 68,873 24.1

180,979 71.7 198,318 74.0 △ 17,338 215,270 75.2

4,395 1.8 3,969 1.5  426 3,904 1.4

66,934 26.5 65,708 24.5  1,225 67,098 23.4

252,309 100.0 267,996 100.0 △ 15,686 286,272 100.0

【訂正後】 （単位：百万円）

金　　額 金　　額 金　　額 金　　額

流 動 資 産 117,684 47.2 % 118,822 44.9 % △ 1,138 136,633 48.1 %

現 金 及 び 預 金 8,611 9,231 △ 619 19,950

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 52,926 60,902 △ 7,976 60,725

た な 卸 資 産 40,854 35,559  5,295 40,115

そ の 他 15,291 13,129 2,161 15,842

固 定 資 産 131,494 52.8 145,936 55.1 △ 14,441 147,385 51.9

有 形 固 定 資 産 87,163 35.0 91,722 34.6 △ 4,559 94,958 33.4

無 形 固 定 資 産 3,396 1.4 2,686 1.0  709 2,512 0.9

投 資 そ の 他 の 資 産 40,935 16.4 51,527 19.5 △ 10,592 49,914 17.6

繰 延 資 産 48 0.0 85 0.0 △ 36 77 0.0

249,227 100.0 264,844 100.0 △ 15,617 284,096 100.0

流 動 負 債 103,576 41.6 123,399 46.6 △ 19,823 145,977 51.4

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 25,380 28,496 △ 3,116 35,460

そ の 他 78,195 94,902 △ 16,707 110,516

固 定 負 債 77,286 31.0 74,388 28.1  2,898 68,873 24.2

180,863 72.6 197,788 74.7 △ 16,925 214,850 75.6

4,395 1.7 3,969 1.5  426 3,904 1.4

63,968 25.7 63,086 23.8  882 65,341 23.0

249,227 100.0 264,844 100.0 △ 15,617 284,096 100.0

科　　　　目 平成16年12月31日現在平成17年12月31日現在
前第３四半期当第３四半期 前　　期

平成17年3月31日現在 増減

構成比 構成比構成比

資　　　　産　　　　の　　　　部

及び資本合計

負 債 合 計

少 数 株 主 持 分

資 産 合 計

資 本 合 計

負債、少数株主持分

負 債 、 少 数 株 主 持 分 及 び 資 本 の 部

当第３四半期 前　　期 前第３四半期
科　　　　目 平成17年12月31日現在 平成17年3月31日現在 増減 平成16年12月31日現在

構成比 構成比 構成比

資　　　　産　　　　の　　　　部

資 産 合 計

負 債 、 少 数 株 主 持 分 及 び 資 本 の 部

負 債 合 計

少 数 株 主 持 分

資 本 合 計

負債、少数株主持分

及び資本合計



（要約）四半期連結損益計算書
【訂正前】 （単位：百万円）

173,491 100.0 % 173,857 100.0 % △ 365 239,696 100.0 %

136,332 78.6 143,870 82.8 △ 7,538 186,543 77.8

37,159 21.4 29,986 17.2 7,172 53,152 22.2

36,099 20.8 33,123 19.0 2,976 51,961 21.7

1,059 0.6 △ 3,136 △ 1.8 4,196 1,191 0.5

2,312 1.3 2,140 1.2 172 2,718 1.1

2,906 1.6 3,419 1.9 △ 513 3,882 1.6

466 0.3 △ 4,416 △ 2.5 4,882 26 0.0

12,228 7.0 982 0.6 11,246 2,200 0.9

10,757 6.2 3,046 1.8 7,710 7,694 3.2

1,938 1.1 △ 6,480 △ 3.7 8,418 △ 5,467 △ 2.3

1,743 1.0 5,475 3.2 △ 3,732 9,264 3.8

194 0.1 △ 11,956 △ 6.9 12,150 △ 14,732 △ 6.1

【訂正後】 （単位：百万円）

167,454 100.0 % 170,057 100.0 % △ 2,602 234,293 100.0 %

130,638 78.0 140,284 82.5 △ 9,645 181,455 77.4

36,815 22.0 29,772 17.5 7,042 52,838 22.6

36,099 21.6 33,123 19.5 2,976 51,961 22.2

716 0.4 △ 3,350 △ 2.0 4,066 876 0.4

2,312 1.4 2,140 1.3 172 2,718 1.2

2,906 1.7 3,419 2.0 △ 513 3,882 1.7

122 0.1 △ 4,629 △ 2.7 4,752 △ 287 △ 0.1

12,228 7.3 982 0.6 11,246 2,200 0.9

10,757 6.4 4,588 2.7 6,168 10,002 4.3

1,594 1.0 △ 8,236 △ 4.8 9,831 △ 8,089 △ 3.5

1,743 1.1 5,475 3.3 △ 3,732 9,264 3.9

148 0.1 13,712 8.1 13,563 17,354 7.4四  半  期 （ 当  期  ） 純  損  失

自：平成16年4月 1日自：平成16年4月 1日自：平成17年4月 1日
前第３四半期当第３四半期

当第３四半期

税 金 費 用

経 常 利 益 又 は 経 常 損 失（ △）

特 別 利 益

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前 四 半期 （ 当 期）
純 利 益 又 は 純 損 失 （ △ ）

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益 又 は 営 業 損 失（ △）

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

売 上 高

科　　　　目

売 上 原 価

売 上 総 利 益

金  額 百分比 金  額

至：平成17年12月31日 至：平成16年12月31日 増減

金  額 百分比 金  額

前　　期

百分比

至：平成17年3月31日

前　　期
自：平成17年4月 1日 自：平成16年4月 1日 自：平成16年4月 1日

前第３四半期

科　　　　目 至：平成17年12月31日 至：平成16年12月31日 増減 至：平成17年3月31日

金  額 百分比 金  額 百分比 金  額 金  額 百分比

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益 又 は 営 業 損 失（ △）

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益 又 は 経 常 損 失（ △）

特 別 利 益

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前 四 半期 （ 当 期）
純 利 益 又 は 純 損 失 （ △ ）

税 金 費 用

四半期（当期）純利益又は純損失（△）


